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近年,食 生活中では果物や野菜 をより多 く摂 り入れる

様になってきている。果物を購入する場合,特 にどの点

に主眼をおいて買 っているのであろうか。消費者 がデ

パー トなどで直接手にとってみる場合,果 物の肌ざわり

や色にどの程度左右 されるかなどがしれれば,食 の研究

を推進する上でもかな り意義あることと思 われる。一般

に市販の食物を得る際に,消 費者は食物の色,香 りなど

で食感 をそそるものを念頭に置き,さ らに新鮮 さなどを

加味 して購入 している様である。色と香 りは視覚や聴覚

によって伝 えられてくるが,味 覚は直接食 べることによ

って感 じとることができるものである。

今回は食品の持つ味と色について検索する目的で基礎

的な研究 を行なうこととした。味については食品の基本

的な味とされている甘味をとりあげてみた。ここで取扱

う食品は味と色 とが検討できるものとして果物,野 菜 を

とりあげ検討 した。ここで研究に供試 した果物は主に7

月以降,市 場 にみ られるもので,梨,桃,い ちじく,ぶ

どう,パ イナップル,な どを使用 した。

果物は一般に未熟果では甘味が少なく,酸 味,苦 味,

渋味が強いものが多い。桃,梨,ぶ どう,み かんなども

未熟果では,こ れ らの中にクエン酸や酒石酸などの酸が

多量に存在するために酸味が強 くなっている。また同時

に外果皮の色は緑色ないし濃緑色を呈 していることが多

い。これが次第 に成熟するにつれて,一 般に酸味 もやや

薄 らぎ,渋 味なども減少する一方,甘 味が逆 に少 しずっ

増 す様になる。この頃になると果物特有の色が少 しずつ

現 われて,完 熟 果になるに従い,果 物のもつ濃厚 な色が

鮮 明に出て くる。この時期には香 りも加わ り,非 常に購

買力をそそ られるものであ否。

ここでは食味の中の味の一つである甘味 を重点的に検

討 し,食 品の色への影響を検討することとした。

実験方法

1.実 験試料

ここで用いた試料の果物は市販のもので,桃(7月 下

旬購 入,7月28日 購 入,同 日測定,7/28と 略,以 下8

月 下旬購 入,8/19と 略)ス イカ(7月 下旬 購入,7/28

(大:赤)と 略,8月 上 旬購 入,8/7(小:赤)と 略),梨

(9月 中旬購 入,菊 水9/9,9/12,20世 紀9/12,新

世 紀9/12,幸 水9/10,豊 水9/10と 略),パ イナ ップ

ル(8月 中旬購入,8/22と 略),い ち じく(9月 上旬 購

入,9/9と 略),ぶ ど う(9月 中旬 購 入,ネ オマ ス カ ッ

ト(白 ぶ ど う),9/12,ベ リーA(黒 ぶ ど う),9/12,デ

ラウエ ア8/19,9/14,タ ー レ ッ ト,9/10と 略,8

月下 旬購 入,巨 峰8/21と 略),み かん(温 州 み かん,

9月 下旬 購入,緑 色9/20と 略,9月 中旬購 入,濃 緑色9

/12,や や淡緑 色9/12,黄 色①9/12と 略,10月 下 旬購

入,黄 緑 色10/22,11/1,黄 色②10/22,11/1と 略)

測定 は以 下 に記 す糖 度 と クエ ン酸 を調べ た。

2.実 験 方法

(1)糖度 測定

一般 に清涼 飲料会 社 な どで簡易 測定法 と して用 いて い

る屈折糖 度計 によっ て測定 した。

本法 は屈折 率 と糖濃 度の濃 度 間に一 定の比 例 関係 が あ

る とい うこ とによ り多方面 で糖度 の測 定 に利 用 されて い

る。値 は百 分率 で示 す。

(2)酸の測 定

みか ん中 に含 まれ て いる クエ ン酸 量 を定 量 した。果食

部10gを 精 秤 し,一 定量 に定 容 した後,0.INNaox

溶 液 で 定 量 し た。 な お,0.INNaOHIm8は

0.0064gク エ ン量 に相 当 す る と した。値 は100g中 の9

数 で示 した 。

実験結果および考察

市販の果物を購入する際し,食 品の示す色おタび味が

購入の尺度 として影響を及ぼす ものであろうか。いずれ

も食品の嗜好の面か らみてみるとそれ程,差 がないもの

と考えられるが,そ の基礎的資料を得ることに興味をも

ったので簡単な試験 を試みた。今回は果物の味を中心に

検討することとし,完 熟果になるにつれて増加がみ られ

る糖量を簡易測定法 として しられる屈折糖度計で測定 し

た。
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測定 期 間は果 物が豊 富 に出廻 る7月 よ り11月 まで に行

っ たもの で,ま ず最初 は夏 か ら初秋 にか けて み られ る果

物 につ い てみ た もので,い ず れ も市販 の もの で購 入 して

即 日,糖 度 を測 定 した。今 回 は手始 め に市 販 の桃 を購 入

し,7月 下 旬 の もの(7/28)と8月 中旬 の もの(8/

19)と を測 定 し比較検 討 した。そ の結 果 はそ れぞれ10。4

と11.4で それ程 の差 はみ られ なか った。'しか し,い ずれ

も良 く熟 した完 熟果 で,薄 い外 果皮 を除去 す る と赤 い果

肉が み られ,桃 と して はか な り熟度 が進 ん だもので糖 度

も高 い値 を示 した。 ス イカ,い ち じくなど も検 討 したが

それ程,高 い糖 度 を示 さなか った 。同時 に市販 のパ イナ

ップル につい て も測 定 して みたが,良 い甘 味 を呈 し,糖

度 も12.4を 示 した 。 これ は 以前 同 様 な方 法 で 天然 果 汁

100%の み か ん ジ ュー ス の 糖度 を み たが,そ の糖 度 は

13.0で 甘 さの メル クマ ール と され て いる値12.0に 近 い値

を示 した。IU今 回 の値 もそ れ に近 い もので あ った。一 方,

梨 につ いて は古 くか ら知 られて いる二十 世紀,最 近 良 く

食べ られ て いる新世 紀,新 種 と して好 まれ てい る幸 水,

豊水 お よ び菊水 につ いて検 討 した。(2}いず れ も9月 中旬

頃測 定 した もので あ るが,糖 度8以 上 を示 した。特 に菊

水 は二度購 入 して検 討 した が11.4,11.3と 高 い値 を示 し

た 。 しか し,梨 の 品種 間に極 だ った差 はな い もの と思 わ

れ た。(第1表)'

14.6を 示 した。 ま た8月 中旬 購 入 した アメ リカ系の ブ ド

ウ,デ ラウ ェア(赤 ぶ どう)は その糖 度 が16.7で あっ た

が,9月 下 旬購入 した もので は19.3を 示 し,か な り高 く

な る ことが しれた。 なお欧 米雑種 とい われる 巨峰 を8月

下 旬購 入 し,測 定 した ところ その糖度 は15.1で あ った。

また9月 中旬 に購 入 したター レッ トは その糖 度 が11.9で

あ ったの で,こ れ らの結果 か ら,ぶ ど うは品種 間 に甘 さ

の違 いが あ るもの思 われ た。(第2表)

第2表 ぶ どうの糖 度(品 種,時 期 による比較)

果 物 名(月/日) 糖 度(00)

。9月 中旬購入

ネ オ マ ス カ ッ ト (白ぶ どう) 14.2tO.4

(9/12)

ベ リ ー A(黒 ぶ どう) 14.6fO.6*

(9/12)

・8月 下旬購入

巨 峰(8/21) 15.1tO.1*

・9月 中旬購入

デ ラ ウ ェ ア

(8/19)

{(9/14)
16.7tO:3

19.3tQ.8*

・g月 中旬購入

タ ー レ ッ ト(9/10) 11.9士0.4

*汐 一 レットと他の品種の有意差を示す。(危 険率5%)

第1表 果物 の糖度 とその時期別比較

果 物 名 糖度 果 物 名 糖度
(月/日) (%) (月/日) (00)

〈桃〉 〈パイナ ップル〉

。7月 下旬購入

(7/28) 10.4
。8月 中旬購入

(8/aa)

12.4

。8月 下旬購 入

C8/19) 11.4 〈いち じく〉

〈 スイカ〉
。9月 上旬購入

C9/9)
8.0

・7月 下旬購 入(7/28 9.2

(大:赤)
〈梨〉

。8月 上旬購入(8/7) 8.4 。9月 中旬購 入

(小:赤) 20世 紀(9/12) 8.6

〈梨〉 新世紀(9/12) 9.2

。9月 中旬購入
幸 水(9/10) 9.3

菊水{(9/9)

(9/12)

11.4

11.3

豊 水(9/10)

菊 水(9/12)

10.3

11.3

次 にぶ ど うにつ いて検討 した。9月 下旬 に ヨー ロ ッパ

系 の ネ オマ ス カ ッ ト(白 ぶ ど う)と ベ リーA(黒 ぶ ど

う)を 購 入 して検 討 したが,こ の糖 度 は梨や桃 に比較 す

る と高 い値 を示 し,ネ オ マ ス ッ トで14.2,ベ リーAで

9月 中旬 にみ かん が出廻 り始 め た。 この時 購入 したも

のは みかん で は濃緑 色 とや や淡緑 色 およ び黄 色 を呈 して

いた。 その糖 度 はそ れぞれ6.2,7.8,11.4で あった。 こ

の時 の黄色 のみ かん は糖 度 が高 く,9月 で もか な り甘 い

みか んが ある ことが しられ た。 尚9月 下旬 に購入 した緑

色 の みか ん は糖度 が5.9で あ っ た。 この時期 は早生 み か

んが 出廻 ってお り,色 も完全 な緑 色 を呈 してい る もの が

多 くみ られ た。(第3表)

第3表 みかんの糖度(色 による比較)

果 物 名 ・色 (月/日) 糖 度(%)

温州みかん

・9月 下旬購入

緑 色(9/20) 5.910.3

・g月 中旬購入

濃 緑 色(9/12) 6.2tO.2

やや淡緑色(9/12) 7.810.5*

黄 色①(9/14) 11.4f1.2*

*濃 緑色 と他2品 種間の有意差を示す。.

(危険率5%),9月 中旬購 入のみ
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みか ん は10月 下旬 頃 には緑 色の もの はみ られ な くな り,

色 は黄緑 色 の も のと黄 色の もの とな った。 この両方 の み

か ん を購 入 し糖 度 を測定 した。黄緑 色の みか んの糖 度 は

8.0で,黄 色 の もの は8.8と なっ た。同時 に測定 した クエ

ン酸 量 は0.9と0.8で あ った。 これ らを室 温 で10日 間 保存

した と こ ろ,糖 度 はいず れ も9.1と な っ た。 しか しクエ

ン酸 量 は黄 緑色 で は0.7で 黄 色の0.3に 比較 し高 い値 を示

した 。 この こと は黄 緑色 の まだ完熟 果で な いみか んを保

存 して もクエ ン酸量 は減 少が少 な い ところか ら,黄 色の

みか んに比 べ て熟度 は早 く進 みに くい もの と考 え られ た。

(第4表)

これら一連の研究結果を通 して,果 物の成熟度 に甘味

がかなり影響を及ぼしている面がみ られたので,さ らに

果物,特 にみかんの成熟度における味(甘 さ,酸)な ら

びに色の程度を一層掘り下 げて追求 したいと考えている。
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第4表 温州みかんの保存 による糖度と酸

(色による比較)
」

果物の色(月/日)
酸(ク エ ン酸)糖 度

(°o>Ig/long

。10月下旬購入(10/22)

黄緑色{羅1
※

黄色②{:1°/22)

8.OfO.410.9

9.1tO.410.7

..

9.1tO.210.3

※11/1は10月22日 購入 した ものを11月1日 まで保存,当 日

測定 したことを示す。
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